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 お 知 ら せ 
2012 年４月 27 日 (金) ～ 
 

5 月 17 日(木) の活動 

 

○ 平成 24 年度定期総会 

５月１５日（火）         金沢市 

本年度の定期総会を開催（出席者 132 名）、以下

の議案について審議し、承認された。 

第 1 号議案 平成 23 年度事業報告および決算承

認の件 

第 2 号議案 平成 24 年度事業計画および収支予

算（案）審議の件 

       （暫定会費期間の終了の件含む） 

第 3号議案 役員改選の件 

 

総会後、法政大学大学院の坂本光司教授から、「４

７都道府県の幸福度」と題してご講演いただいた。

また、懇親交流会も開かれた。 

（定期総会配布資料等は、別途、会員の皆様に送付

いたします。） 

 （担当：大嶋）

 

○ 次世代ロボット研究会・北陸 

～ 農業施設の見学、意見交換 ～ 

５月１６日（水）          小矢部市 

 農業分野のロボット利用のニーズを収集するた

め、研究会メンバー１５名が、小矢部市の「カンダ

ファーム」と「ＪＡいなば」を訪問した。 
 はじめに「ＪＡいなば」ライスセンターで、米の

大規模乾燥・調整・貯蔵施設等を、「カンダファー

ム」の農場で、田の代掻き、苗出し、田植え等の作

業を見学した。 
その後の意見交換では、見学先の皆様から、温室

からの苗出し作業、田の溝掘り、雑草の除草など、

現在も人手で行っている作業について、ご苦労され

ている点や機械化のニーズをお聞きし、研究会メン

バーが、それぞれの研究や技術を活用した対応・ア

イデア等についてコメントした。 
見学先の皆様とは、今後も、研究会メンバーとの

情報交換を継続していくこととなった。 
（担当：岩田）

○ 海外視察(欧州)の実施について 

 エネルギーのベストミックスのあり方の方

向性を探ることを目的に、欧州における原子力

政策や再生可能エネルギーの導入状況、課題等

を調査するため、欧州視察を実施する。 

・日程 8 月 22 日（水）から 31 日(金) 

[7:45 成田空港集合] 

・視察先〈交渉中〉 

 ドイツ〈電力会社、電気事業業界団体〉 

 デンマーク〈風力発電会社〉 

 フランス〈電力会社〉 

・費用〈概算〉 

ファースト利用 250～260 万円程度 

ビジネス利用  140～150 万円程度 

エコノミー利用  90～100 万円程度 

・申込〆切 6 月 8 日（金） 

[お申込み・お問合せ先]    

北陸経済連合会（担当: 伊東） 

℡：076-232-0472 Fax：076-262-8127 

 

○平成 24 年 6 月から 12 月まで全９回  

「企業活動の国際化支援セミナー」の開催 

  本セミナーは、企業の国際化を推進する役割を

担う人材が不足している北陸企業を支援すること

が目的。国際化には、経営者の強いリーダーシッ

プによる体制の整備が必要との考えのもと、経営

者もしくは経営幹部を対象とした講演・意見交換

を行うとともに、実務担当者を対象に海外進出に

必要な知識を体系的に提供することで、国際化を

行う上での手法や考え方、人材育成を始めとした

社内体制の構築について学んでいただく。また、

セミナーを通じて、Facebook 上にて交流の場を提

供する。 

・日程 6 月 29 日（金）から 12 月まで 全９回 

各 13：00 ～ 16：30 

・会場 金沢市内 

・参加費（一社） 

85,000 円（一般） 

65,000 円（北経連会員、北陸 AJEC 会員） 

・定員 20 社 

詳細は下記ホームページを参照 

http://www.hokkeiren.gr.jp/ 

※用紙をダウンロードの上、FAX にて平成 24 年

6 月 15 日(金)までに申込 

[お申込み・お問合せ先]    

北陸経済連合会（担当: 畑山） 

℡：076-232-0472 Fax：076-262-8127 
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○北経連トピック№101（H23.6.2 発行分）より当連

合会 HP に掲載しております。バックナンバーの

お問い合わせは大嶋まで。（℡076-232-0472） 

http://www.hokkeiren.gr.jp/
mailto:info@hokkeiren.gr.jp


○ ５月３１日（木） １４:３０～１６:１０ 

「国際通貨基金(IMF)・世界銀行年次総会と国

際金融経済・開発情勢」講演会 

 IMF と世界銀行は、毎年 1 回、全加盟国の代

表の集まる年次総会を開催し、国際金融、経済

開発、地球規模の経済問題について議論する。

この年次総会が本年 10 月 12～14 日、48 年ぶり

に東京で開催され、約 2 万人が来日すると見込

まれている。この年次総会を前に、年次総会の

意義や国際金融、経済開発の課題と今後の展望

について、最新の状況が説明される。 

・会場 金沢勤労者プラザ 1階 101 研修室 

・講演 「世界経済危機と IMF の対応」 

     IMF アジア太平洋地域事務所長 

             石井 詳悟 氏 

    「世界の開発課題と世界銀行」 

     世界銀行駐日特別代表  

             谷口 和繁 氏 

・定員 100 名 

[お申込み・お問い合せ先] 

 財務省 北陸財務局広報相談係（林、浦川） 

 ℡：076-292-7866 

 

○ 申請手続の負担軽減等に関する意見要望に

ついて （総務省からの協力依頼） 

 総務省では、平成 24 年 4 月から、様々な許認

可等（許可、認可、免許、届出、報告等）の申請

手続に伴う負担の軽減を図るため、「申請手続に

係る国民負担の軽減等に関する実態調査－東日

本大震災に係るものを中心として－」を実施して

いる。 

 政府は、許認可等の申請手続の簡素化を推進し

ており、特に、東日本大震災発生後、復旧、復興

の推進等の観点から、東日本大震災復興特別区域

法、特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を

図るための特別措置に関する法律等に基づく各

種の特例措置等の実施を推進している。 

 しかし、申請手続については、更なる負担軽減

や特例措置の実施などが必要と考えられること

から、本調査を実施することとしたもの。 

本調査の実施に当たり、当会の会員からの意見

要望を聞きたいとの要請があり、6 月 30 日（土）

までに、別紙様式により、電子メール、郵送又は、

FAX で提出。関係書類は、 

（ http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news

/000057242.html）に添付。 

 

 

（担当） 総務省行政評価局 

評価監視官 

（内閣、規制改革等担当）室 

鶴間、高橋、小早川、山口 

〒100-8926 

東京都千代田区霞が関２丁目１番２号 

TEL：(03)5253-5440（直通） 

FAX：(03)5253-5436 

メールアドレス：kans2035@soumu.go.jp 

 

 

今 後 の 主 な 活 動 予 定 

 

□ 7 月 25 日(水) 

第 318 回常任理事会 

第 40 回三県知事との懇談会 

<場所：ホテル日航金沢> 

 

□ 8 月 22～31 日 

欧州視察 

<視察先：ドイツ、デンマーク、フランス> 

 

□ 9 月 11～12 日(火、水) 

第 17 回三経連経済懇談会 

<場所：帯広市> 

 

□ 10 月 17～20 日(水～土) 

第 13 回北陸(日本)・韓国経済交流会議 

<場所：福井市> 

 

□ 10 月 18 日(木) 

第 54 回西日本経済協議会総会 

<場所：名古屋市> 

 

□ 11 月 13 日(火) 

(社)日本経済団体連合会との 

第 39 回北陸地方経済懇談会 

<場所：福井市> 

      
 
 
 
 

※ 当連合会では、新規会員を募っております。 

会員の皆様にはお知り合いの方に広くお声を

かけていただき、ご紹介を賜れば幸いです。

（℡076-232-0472） 

‐2‐ 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/000057242.html
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/000057242.html
mailto:kans2035@soumu.go.jp

